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部
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た
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町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

　令和２年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額については、 違法

な点は見受けられず、 関係諸帳票、 証拠書類等は収支決算書と照合の結

果、 合致しており決算係数は正確で、 予算執行状況及び事務処理につい

ても概ね適正であると認めた。 また、 実質収支に関する調書及び財産に関

する調書の係数は正確で、 収入支出等の事務は関係法令に適合しており、 

財産の管理についても概ね適正に行われていることを認めた。

　年度末における普通会計地方債（借金） 現在高 は56億5,816万4千円

で、 人口一人当たり61万6,963円で、 前年より3万3,760円増加した。 

貯金である積立金（基金） 現在高は25億9,565万7千円で、前年より2億

9,342万１千円増加である。 財政調整基金及び減債基金の一人当たり積

立金は17万2,814円で前年より3,254円の増加である。

　役場内機構改革により組織改編が行われ各課事務分掌が見直されたが、 

組織改編の効果は本年度の終了を待たないと評価は難しいと考える。今回

の改編によってその事務分掌に対応できる人員が配置されているか、 また、 

事務の効率化、合理化につながっているか検証する必要がある。 今後、 少

子高齢化や人口減少に伴い社会保障関係費が増加する一方、 町税等収入

の減少が見込まれる状況にある。 今後も新型コロナウイルス感染症対策や

災害復旧など迅速に対応する必要があり、 例年に増して厳しい状況に直面

している。 このことからも行政活動の抜本的な見直しを行うとともに、 限ら

れた財源の中で効率的かつ効果的な行財政運営を行い、 行政力を最大限

に発揮できる組織体制の構築に努められたい。

町の診断カルテ （町監査委員意見書より抜粋）

歳入額 86億9,598万8千円

自主財源18％

依存財源82％

収入

町税
796,588
（9.2％）

分担金及び負担金
38,264（0.4％）

使用料及び手数料
95,750（1.1％）

財産収入
34,675(0.4％）

寄付金
101,098(1.2％）

繰入金
62,012(0.7％）

繰越金繰越金
371,936（4.3％）371,936（4.3％）
繰越金
371,936（4.3％）

諸収入
64,889(0.7％）

地方交付税
3,186,438（36.6％）

地方譲与税
94,392(1.1％）

地方消費税及び地方消費税及び
その他の交付金その他の交付金
228,678(2.6％）228,678(2.6％）

地方消費税及び
その他の交付金
228,678(2.6％）

国庫支出金
2,101,498
(24.2％）

県支出金
741,426
(8.5％）

町債
778,344
(9.0％）

衣
存 財 源

（　）内は構成比

歳出額 82億4,165万6千円
（　）内は構成比

※少子高齢化に伴い、

　今後も民生費の増加

　が見込まれる

支出

議会費
75,468（0.9％）

総務費
2,080,847
（25.2％）

民生費
2,065,538
（25.1％）衛生費

700,150
（8.5％）農林水産業費

609,615（7.4％）

商工費
163,261（2.0％）

土木費
479,062（5.8％）

消防費
571,019（6.9％）

教育費
702,034（8.5％）

災害復旧費
210,898（2.6％）

公債費
583,764
（7.1％）

単位：千円 単位：千円

くらし応援券事業

自主財源自主財源

中学校改築設計業務委託料

「たらぎ財団」設立

町民体育館改修工事

（金額四捨五入）

第121号

工事
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農林水産業費

　　令和２年７月豪雨での農業者に関する支援
　　を実施した

　　令和２年７月豪雨災害事業により林道の早
　　期復旧に着手した

商 工 費

　　新型コロナウイルスの影響に対する支援補
　　助金を迅速に実施した

土 木 費

　　施設修繕・拡幅・改良を行い道路環境を改
　　善した

　　生活環境向上と町内産業の活性化が図られた

教 育 費

　　中学校校舎改築設計業務を委託し移転計画
　　が本格的に動き出した

　　町民体育館の改修等によりスポーツ振興が
　　図られた

　　地産地消及び保護者の負担を軽減した

総 務 費

　　感染拡大防止を図り、地域経済への支援を
　　実施した

　　九州のお米・食味コンクール自治体部門３
　　年連続１位を達成した

　　寄附件数・金額とも前年度を大きく上回っ
　　った

民 生 費

　　地域生活支援事業により生活の質が向上し
　　経済負担も軽減させた

　　子育て世代を児童手当等で手厚く支援した

衛 生 費

　　こども医療費扶助を継続して実施した

　　本町独自の健診により病気の早期発見や相
　　談の場を提供した

消 防 費

　　小型動力ポンプ更新、拠点施設・避難所整
　　備、総合防災マップ更新で防災力が向上した

犬童畔さん、長期にわたりお疲れさまでした！

西　　 達 　彦　さん
黒肥地１区 （新任）

にし　　　　　　たつ　　　 ひこ

４年間よろしくお願いします。

令 和 ３ 年 度 補 令 和 ３ 年 度 補 正令 和 ３ 年 度 補 正
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一 般 会 計

槻木住宅跡に移転・改修予定の槻木診療所

収　入　額

 

支　出　額会　計　名

国民健康保険（事業）

国民健康保険（直診）

久 米 財 産 区

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

（金額四捨五入）

国

国

久

下

介

後

特別会計
決　　算

主 な 歳 出
1. くま川鉄道経営安定化補助

2. コミュニティ助成事業補助

3. 配食サービス委託料

4. 上水道施設費（資本的収入へ繰出）

　（栖山浄水場施設保全用地取得補助）

5. 空き家・空き店舗等活用事業補助

6. 新型コロナワクチン接種事業費

特 別 会 計

（金額四捨五入）

第121号

再開を待つ駅舎

国民健康保険（事業）

上水道事業

（収益的支出）

（資本的支出）

下水道事業

介護保険

後期高齢者医療

上水道事業
会計決算

収　　入 支　　出区　　　分

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

※当年度純利益の未処分利益剰余金40,572,623円のうち23,396,462円を
　減債積立金に積立し、17,176,161円を企業債の償還に充てた。



たらぎ議会だより 第121号 ６

本報告は地方自治体が４つの指標に基づいて毎年度の財政状況をチェックしたものである。

　実質公債費比率は年間の収入に対して借金返済額が占める割合であり、将来負担比率は今後の借

金の総額（公立病院含む）が収入の何倍に相当するのかの数値で、この数値が一定の基準を超えて

悪い結果が出ているところは「イエローカードとレッドカードの２段階構え」で財政健全化計画と

財政再生計画が義務付けられている。また、公営企業（上水道）に対しても、資金不足比率をチェ

ックする事になっている。

＊上水道事業（特別会計）については、消費税の課税事業者となっているが、2023年10月から導入

　される「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が実施され、地方公共団体におい

　ても事業者としての立場からの対応が必要となることから、制度を十分に理解し関係課とも連携

　し、準備を進めていただきたい。

公営企業会計資金不足比率

会 計 名 称

上 水 道 事 業 会 計

下水道事業特別会計

資金不足比率

―

―

経営健全化基準

20.0％

令和２年度
―
―
8,0％
31,3％

健全化判断比率と早期健全化基準との比較

健全化判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

備　　　　考

黒字であるためーで表示

黒字であるためーで表示

早期健全化基準

 15.0％

 20.0％

 25.0％

350.0％

令和元年度

―

―

8.6％

41.7％

令和２年度

―

―

8.0％

31.3％

　新型コロナウィルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、国内に甚大な経済的・社会的影
響を及ぼしており、国民生活への不安が続いているなか地方財政は、来年度において巨額の財
源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　このような状況を鑑み、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していくためには、
地方交付税等の一般財源総額の確保・充実等が必要であることを国へ要望するため、厚生建設
文教常任委員会及び総務産業常任委員会合同で審議し、本意見書を提出するものである。

コロナ禍による厳しい財政状況に対し地方税財源の
充実を求める意見書

全会一致で「採択」！！

発 議

（監査意見書より）

＊全ての比率が早期健全化基準の範囲内であり、問題となる事項は認められないことから、本町の

　財政は比較的安定した状況にあると判断する。
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新型コロナワクチン接種の現状と今後は新型コロナワクチン接種の現状と今後は

「新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める請願」を趣旨採択「新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める請願」を趣旨採択

新型コロナワクチン接種の現状と今後は新型コロナワクチン接種の現状と今後は

「新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める請願」を趣旨採択「新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める請願」を趣旨採択

新型コロナワクチン接種の現状と今後は

「新型コロナ禍によるコメ危機の改善を求める請願」を趣旨採択

厚生建設文教常任委員会（文責：落合）

総務産業常任委員会（文責：猪原）

　新型コロナワクチン接種は町民体育館での集団接種が

５月より開始され約５ヶ月となる。65歳以上の接種希望

者の２回の接種は終了し基礎疾患を有する方や中・高校

生、65歳以下の２回接種も10月７日をもって終了した。

９月末日（現在10月７日まで延長）の接種希望受付締め

切りとしたが、その後も希望する方は責任を持って対応

していくということになっている。　　

　町民体育館の集団接種会場は10月末には閉鎖だが、そ

の後は町の医療機関にてワクチン接種ができるよう検討

中である。

　コロナワクチン接種を希望するかどうかは任意で「個人の判断」としながらも、諸外国では

「接種確認証」や「陰性検査結果の提示」を求め行動制限する国もある。それも感染防止の一

つの手段であろうが、接種を希望しない方々の不利益にならないように配慮する必要もあると

考える。３密・マスク・手洗い等の基本的な感染予防に努めながら、日常を取り戻す必要があ

り、いわゆる「ブースター接種」(３回目の接種）についてもこれから国を中心に議論されるであろう。

希望しない

976人

（11.5％）

接　種

希望者

7,486人

(88.5％)

12歳以上の

本町の人口

8,462人

接種希望者年代別内訳

65歳以上 3,691人(95.7％が希望)

65歳以下 3,795人(82.4％が希望)

〔請願の内容〕

　新型コロナ禍によるかつてない危機的事態のなかで、農家等への支援のために従来の政策的

枠組みにとらわれない対策を政府に求めるというもので　１・在庫米の政府による買取　２・

生活困窮者への食糧支援制度の創設　３・外国米の輸入数量抑制についての意見書を政府関係

機関に提出をもとめる請願。

〔趣旨採択の理由〕

　町の基幹産業である農業を支援するということについては趣旨賛同できるが、請願事項の意

見書提出については、請願書中の数量等の試算が不明確であり、また、本町においても米価や

収量が未確定であるので、本町議会から政府関係機関に意見書を提出することはできないとい

う結論に至った。

趣旨採択とは・・・

　請願に対する議会の意思決定は、理論的には採択か不採択の２種類しかない。

　しかし、議会として願意については十分に理解できるが、当該地方公共団体の財政事情等から

願意を実現することが不可能である場合に、「趣旨には賛成である」という意味の議決をすること

がある。その趣旨のみ取り上げるということから「趣旨採択」と呼んでいる。
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「コロナ対策・空調設備改修・条例改正」会議

報告 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

議案 〇庁舎空調設備改修工事合併請負契約の締結

　指名入札　　総額 1億1,660万円

　契約相手　　株式会社 尾前電気設備 多良木支店

　庁舎建設時の空調設備で老朽化により修理不可能の為改修

　工　　期　　令和４年３月４日まで

〇条例改正　１件

　手数料・個人情報保護・個人番号の利用等に関する条例

こ
ん
な
事
に

使
い
ま
す

庁舎用空気清浄機・窓口発券機等導入

スマート農業機械導入支援補助

まん延防止事業補助

ワクチン接種事業費

　膨大な紙とコピー時間を要する議案書等の書類を自治体専用ビジネスチャットツー

ルを使い、ペーパーレス化するためにタブレット研修が始まった。

　これにより関係部署間の迅速な連携・情報共有ができ、庁舎内だけでなく、今後は自

治体間連携も可能となる。なによりも議案書のコピーに何日も要していた時間の節約と

紙・インク等の節約となる。ＩＴ化が進むなか議員のＩＴ関連の力量が試される。

　原則的に庁舎内と自宅のみで使用でき、議案や予算書の確認・議会事務局からの連絡

もタブレットですることになるため、研修にも熱意がこもっていた。

タブレット研修 　… いよいよスタート！
（文責 ：源嶋）

真剣に取り組む議員たち

く　

ぼ　

た　

た
け
は
る

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

質
問

　

園
児
・
児
童
の
接
種
が
な
い

の
で
検
査
キ
ッ
ト
活
用
で
の
防

止
対
策
が
必
要
で
は
。

新
堀
福
祉
課
長

　

１
件
当
た
り
数
千
円
の
費
用

が
か
か
り
全
員
分
を
定
期
的
に

確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

質
問

　

保
育
士
・
学
童
指
導
員
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

新
堀
福
祉
課
長

　

10
月
ま
で
に
は
２
回
目
の
接

種
完
了
予
定
で
あ
る
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
減
少
化
に

あ
る
が
、
10
歳
未
満
・
10
歳
代

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
保
育

園
や
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
感
染
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

新
堀
福
祉
課
長

　

毎
日
の
検
温
・
定
期
的
消
毒

・
手
洗
い
の
徹
底
等
対
策
し
て

い
る
。
本
町
で
感
染
確
認
さ
れ

感
染
・
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

場
合
は
保
育
園
長
会
で
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

自
治
体
で
は
期
間
限
定
で
は
あ

る
が
、「
通
学
費
の
全
額
補
助
」

「
学
校
給
食
無
料
化
」
等
を
し

て
い
る
。
先
の
議
会
で
は
第
２

・
３
子
の
給
食
無
料
化
の
検
討

を
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が

ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長
　

　

最
終
的
結
論
は
出
し
て
い
な

い
が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
が
暴
落
し

て
「
米
作
っ
て
飯
が
食
え
な
い
」

の
声
が
あ
り
、
家
族
農
業
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

　

今
後
、
米
価
の
概
算
払
い
等

の
情
報
を
収
集
し
、
調
査
検
討

し
た
い
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
他
の

め
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で

の
今
後
の
対
応
は
。

林
田
建
設
課
長

　

町
で
は
現
在
、
太
陽
光
発
電

設
置
や
整
備
内
容
が
把
握
で
き

て
い
な
い
状
況
で
、
今
後
各
課

と
協
議
し
た
い
。

町
長

　

償
却
資
産
税
等
の
町
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
状

況
を
把
握
し
、
安
全
な
場
所
に

施
設
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
考

え
た
い
。

質
問

　

県
北
の
町
で
「
大
規
模
太
陽

光
発
電
」
建
設
現
場
か
ら
の
土

砂
流
失
に
よ
る
農
地
・
河
川
の

環
境
破
壊
の
懸
念
報
道
が
あ
っ

た
。
本
町
で
の
設
置
状
況
は
ど

う
か
。

東
税
務
課
長

　

現
在
、
法
人
29
社
・
個
人
61

名
が
設
置
し
て
い
る
。

質
問

　

地
域
外
の
大
手
事
業
者
に
よ

る
大
規
模
開
発
で
環
境
破
壊
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
事
業
者

・
地
主
で
の
契
約
の
場
合
は
ど

の
程
度
、
行
政
は
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
の
か
。

林
田
建
設
課
長

　

届
け
出
や
そ
れ
を
規
制
す
る

条
例
は
な
い
の
で
関
与
し
て
い

な
い
。

質
問

　

全
国
で
は
「
禁
止
区
域
」
や

「
住
民
合
意
」
等
の
条
例
を
定

マスクなしで
遊びたーい！

安全な設置が望まれる太陽光発電

新
堀
福
祉
課
長

新
堀
福
祉
課
長

小
林
産
業
振
興
課
長

町
長

質
問

質
問

新
堀
福
祉
課
長

質
問

東
税
務
課
長

林
田
建
設
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

林
田
建
設
課
長

町
長

９ たらぎ議会だより 第121号
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お
ち
あ
い　
　

け
ん  

じ

ル
・
ル
ー
プ
橋
・
1.5
車
線
化
等
)

を
国
・
県
に
要
望
す
る
考
え
は
。

町
長

　

迂
回
路
の
整
備
は
財
源
面
を

考
え
て
も
難
し
い
。
ま
ず
は
、

　

中
河
間
線
を
し
っ
か
り
確
保
で

き
る
よ
う
国
・
県
に
お
願
い
し

た
い
。
中
河
間
線
の
1.5
車
線
化

は
、
要
望
書
に
も
り
こ
み
た
い
。

町
長
　

　

財
源
確
保
が
難
し
い
。
災
害

で
ど
の
よ
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
る
か
を
想
定
し
、
孤
立
し
な

い
為
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
か
、
担
当
課
と
協
議
し
て

い
く
。

質
問

　

中
河
間
線
の
道
路
強
靭
化
と

し
て
具
体
的
な
提
案
(
ト
ン
ネ

質
問
　

　

災
害
時
に
孤
立
し
な
い
為
に
、

林
道
等
を
含
め
て
、
迂
回
路
の

整
備
は
で
き
な
い
か
。 Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

町
長

質
問

町
長

質
問

佐
藤
教
育
長

　

各
行
政
区
の
公
民
分
館
の
活

動
と
し
て
は
、
工
夫
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

課
題
は
あ
る
と
思
う
。
社
会
教

育
が
活
性
化
で
き
る
よ
う
今
後

協
議
し
て
い
く
。

町
長

　

合
併
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
様
々
な
事
情
が
あ
り
難

し
い
。
モ
デ
ル
地
区
を
作
る
な

ど
で
き
な
い
か
総
務
課
や
教
育

委
員
会
等
と
協
議
し
て
い
く
。

佐
藤
教
育
長

　

学
習
環
境
と
し
て
、
継
続
的

な
施
設
整
備
が
必
要
。
統
合
な

ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
協
議
し
て

な
い
が
、
提
案
は
必
要
だ
と
考

え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
適
切
な

時
期
を
見
極
め
最
大
限
の
配
慮

を
し
な
が
ら
協
議
を
始
め
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

　
　

種
に
つ
い
て

質
問

　

小
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
も

進
む
な
か
現
状
維
持
・
統
合
な

ど
も
含
め
た
う
え
で
、
小
学
校

の
あ
り
方
や
方
向
性
を
協
議
す

る
べ
き
で
は
。

黒
木
生
涯
学
習
課
長

　

小
学
校
施
設
に
関
し
て
は
、

耐
震
化
も
完
了
し
て
い
る
。
公

共
施
設
個
別
施
設
計
画
に
よ
り

施
設
健
全
度
が
低
い
施
設
の
場

合
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
長
寿

命
化
改
修
等
を
講
じ
な
が
ら
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

　

行
政
区
の
人
数
の
か
た
よ
り

も
著
し
い
。
人
口
減
少
・
高
齢

化
を
ふ
ま
え
、
行
政
区
の
あ
り

方
を
協
議
し
て
い
く
考
え
は
。

中
川
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
統
廃
合
の
説
明
を

区
長
会
に
実
施
し
て
き
て
い
る

が
、
結
果
と
し
て
統
合
に
至
る

行
政
区
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

統
合
を
検
討
さ
れ
る
場
合
な
ど

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
個
別
に

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

仲
川
総
務
課
長

質
問

佐
藤
教
育
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

質
問

佐
藤
教
育
長

黒
木
生
涯
学
習
課
長

安全・安心が求められる学校施設
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じ
ま

質
問

　

農
業
委
員
会
で
は
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
が
で
き
て
か
ら
の

推
進
の
あ
り
方
は
ど
の
様
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。

業
委
会
事
務
局
長

 　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
た
後
も
基
本
的
な
農
地

集
積
の
方
針
は
変
え
て
お
ら
ず
、

農
地
の
周
辺
の
耕
作
者
か
ら
探

し
て
い
る
が
、
い
な
い
場
合
は

担
当
地
区
の
農
業
者
か
ら
探
し
、

範
囲
を
広
げ
て
い
く
。

質
問

　

広
域
の
農
事
組
合
法
人
「
た

ら
ぎ
大
地
」
と
担
い
手
と
の
優

先
順
位
は
。

小
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

 　

「
た
ら
ぎ
大
地
」
は
農
地
の

維
持
管
理
及
び
地
域
農
業
に
お

け
る
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
対
応
す
る
べ
く
生
産

性
の
高
い
広
域
農
場
を
実
現
し

地
域
農
業
の
発
展
を
図
る
た
め
、

既
存
の
15
の
集
落
営
農
組
合
を

一
つ
に
ま
と
め
た
組
織
で
あ
り
、

か
色
々
な
困
難
に
子
供
が
直
面

し
て
い
る
。
大
人
社
会
は
黙
っ

て
い
て
は
い
け
な
い
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
実
態
把
握

が
必
要
。
学
校
教
育
は
、
社
会

生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
も
の

を
身
に
つ
け
て
い
く
準
備
期
間

で
あ
り
、
社
会
適
応
等
に
は
ど

の
方
法
が
い
い
の
か
研
究
し
て

い
く
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①
　

公
共
施
設
の
改
修
に

　
　

つ
い
て

質
問

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
た
場

合
の
登
校
の
あ
り
方
は
。

黒
木
教
育
振
興
課
長

　

感
染
状
況
に
応
じ
て
、
臨
時

休
校
・
時
差
登
校
等
、
県
教
委

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
基
準
を
参

考
に
感
染
拡
大
防
止
上
必
要
な

期
間
、
適
切
な
対
応
を
行
う
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
理
用
品
が
経

済
的
理
由
で
買
え
な
い
「
生
理

の
貧
困
」
が
社
会
の
課
題
と
認

識
さ
れ
る
な
か
学
校
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
置

け
な
い
か
。

佐
藤
教
育
長

　

全
国
的
に
生
理

用
品
も
買
え
な
い
、

介
護
の
た
め
学
校

に
も
い
け
な
い
と

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

農
地
集
積
に
つ
い
て
は
、
優
先

順
位
は
付
け
て
い
な
い
が
農
地

の
周
辺
の
耕
作
者
か
ら
探
し
て

い
る
の
で
、
周
辺
で
「
た
ら
ぎ

大
地
」
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
場

合
、
候
補
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。

質
問

　

自
分
の
地
区
で
農
地
の
集
積

が
で
き
な
い
と
い
う
不
安
が
あ

る
が
、
ど
う
思
う
か
。

小
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

可
能
な
限
り
近
隣
の
中
心
経

営
体
へ
の
農
地
の
集
積
を
委
員

に
お
願
い
し
て
い
く
。

佐
藤
教
育
長

小
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

小
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

質
問

質
問

小
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

質
問

黒
木
生
涯
学
習
課
長

質
問

質
問

そ
の
他
の
質
問

・
農

ら
の

に
さ

が
策

農
地

ら
ず
、

ら
探

合
は

長

集積に向けて農地パトロール

８月12日　熊日より
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い　

  

は
ら　
　

 

き
よ
し

質
問

　

小
・
中
学
校
の
防
災
教
育
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

黒
木
生
涯
学
習
課
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
防
災
教
育

主
任
を
中
心
に
、
実
動
で
は
避

難
訓
練
を
、
教
科
で
は
社
会
科

や
理
科
、
道
徳
の
授
業
で
自
助

共
助
の
視
点
か
ら
の
防
災
教
育

を
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
計

画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

卓
見
で
あ
る
。
町
に
あ
る
資
源

を
利
用
し
て
広
域
的
に
機
能
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
可
能
だ
と

思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
議
会
と

一
緒
に
現
中
学
校
の
敷
地
利
用

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
い
。

佐
藤
教
育
長

　

大
規
模
防
災
施
設
を
備
え
た

施
設
が
で
き
る
と
現
地
で
臨
場

感
の
あ
る
防
災
教
育
が
実
現
す

質
問

　

今
後
実
施
す
る
具
体
的
防
災

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い

る
か
。

佐
藤
教
育
長

　

こ
れ
ま
で
の
避
難
訓
練
な
ど

の
防
災
教
育
で
は
マ
ン
ネ
リ
化

を
ま
ね
き
、
子
ど
も
た
ち
の
防

災
意
識
・
危
機
意
識
を
高
め
る

う
え
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

私
は
、
①
大
震
災
な
ど
を
経
験

し
た
地
域
の
学
校
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
防
災
を
学
ぶ
。
②
毎

月
１
回
防
災
の
日
を
設
定
し
専

門
家
の
講
話
や
震
災
関
連
の
動

画
を
見
て
意
見
交
換
を
す
る
。

③
保
護
者
や
校
区
民
の
人
た
ち

と
一
緒
に
避
難
訓
練
を
行
う
。

④
町
の
危
機
管
理
防
災
課
や
日

赤
と
連
携
し
た
防
災
教
育
を
行

う
等
を
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

質
問

　

現
中
学
校
の
敷
地
と
多
目
的

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
統
合
し
て

町
の
中
心
部
に
広
域
的
に
機
能

す
る
規
模
の
防
災
施
設
が
で
き

な
い
か
。

町
長

　

駅
周
辺
を
拠
点
と
し
た
場
所

に
中
学
校
の
敷
地
を
防
災
の
核

に
組
み
入
れ
る
と
い
う
視
点
は

る
。
現
実
感
も
生
ま
れ
て
子
ど

も
た
ち
の
防
災
意
識
、
危
機
意

識
が
高
ま
る
。
そ
れ
に
運
動
環

境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
多
く
の
大

会
や
競
技
会
の
開
催
は
子
ど
も

た
ち
へ
の
大
き
な
刺
激
と
な
り

部
活
動
・
社
会
体
育
の
活
性
化

が
図
ら
れ
て
大
変
良
い
環
境
に

な
る
。
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

ま
た
町
全
体
に
と
っ
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

黒
木
生
涯
学
習
課
長

佐
藤
教
育
長

佐
藤
教
育
長

町
長

質
問

質
問

質
問

総
務
省
消
防
庁
【
防
災
紙
芝
居
】
よ
り

広大な敷地を広域防災拠点に !!

前計画と今回策定する計画との主な変更点前計画と今回策定する計画との主な変更点前計画と今回策定する計画との主な変更点

「多良木町過疎地域持続的発展計画」を可決！！

１　法律に合わせて文言を「自立促進」から「持続的発展」へ変更。 

２　「地域の持続的発展のための基本目標」及び「計画の達成状況

　の評価に関する事項」については、市町村計画の実効性を向上さ

　せる観点から、記載事項に目標・計画期間・達成状況の評価手続

　きを追加した。

３　公共施設等総合管理計画との整合については、将来の人口

　減少等を見据え、過疎市町村で予定されるハード整備につい

　て、「公共施設等総合管理計画」との適合性を特に確保するこ

　とが必要であるとされ追加した。

４　地域の持続的発展のために実施すべき施策に関する事項に関し

　ては、前計画では９項目だったものを①人材の確保・育成　②情報通信技術の活用　③再

　生可能エネルギーの利用推進等を追加して１２項目とした。

　本町は、昭和45年に「過疎地域対策緊急措置法」で過疎市町村に指定され、昭和55年の「過

疎地域振興特別措置法」、平成２年の「過疎地域活性化特別措置法」、平成12年の「過疎地域自

立促進特別措置法」による指定を受けた。直近では平成28年度から令和２年度までを期間とし

た「多良木町過疎地域自立促進計画」が策定され、過疎債をはじめとした国・県の財政的支援

を受けながら、道路整備や生活環境の整備・産業の振興や教育施設の整備・子育て環境の整備

等の総合的な対策を展開し、地域の活性化並びに住民生活と福祉向上の推進が図られてきた。

　国においては、令和３年３月末に「過疎地域自立促進特別措置法」が期限を迎えたため、新

たに「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」を制定し、引き続き過疎地域につい

て総合的かつ計画的な対策を実施する方針が示されたところである。そこで、過疎地域である

本町は、新たな法律に基づき、過疎地域の持続的発展を目指した令和３年度から令和７年度ま

での計画を策定することになった。この計画の策定については、議会の議決が必要となってい

るため、令和３年度９月定例会議にて審議し、全会一致で可決した。

　過疎対策の経緯

計画の詳細は、町ホームページをご欄ください。

（右のＱＲコードからもリンクできます）

変更。 

状況

上さ

手続

関し
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「地震・雷・火事・洪水」

そいじゃっで、「自助・近助・共助にそいからやっと公助」になっとたい。やっで近所・
友人とかでの助け合いが重要かとばい。高齢者ば支援しながら避難せんばんよな。

多良子

多良子

多良子

多良子

球磨雄

球磨雄

多良子

球磨雄

球磨雄

球磨雄

球磨雄

球磨雄

多良子

多良子

そぎゃん説のあっとよ。とこいで球磨しゃんな「防災研修」ば受けたっじゃろ

あら、じゃんねー

こんごろは季節外れの「大雨」やら「洪水」が恐ろしかね

そいがな先生の最初にたい「地震発生直後に何をしますか」って言いやったったい

そらー「ガスの火消したい、太か声で逃げろー」てろのすっどたい

本当ばい！最近じゃ父ちゃんも丸うないやったで「地震・雷・火事・洪水」ばい。ははは

じゃろ？でっちゃそいは「自分は大丈夫」て考えとっし、ケガしとらん事が前提じゃろ

あらーそぎゃん、なっとっとね

自分が都合の悪か事は無視すっど、そいが、いけんとたい。今は25年前より75歳以
上は2.5倍・高齢者単身世帯は3.2倍・近所付合いやら区の活動参加も減ってきとっ
とに消防団も10万人以上減って自治体の職員も16.5％も減っとるげな

高齢者やらば支える福祉避難スペースのごたっとの一般の
避難所にもそんスペースのあっとじゃろか

今はな、町にはガイドラインのでけて災害の発生したい、そん恐れのあっ場合に、
開設が必要と判断する場合は「指定福祉避難場所」ば開設しやっとげな。

球磨しゃんな「地震・雷・火事・おやじ」ば父ちゃんて思とっど　“おやじ”は
「大風 (おおやじ )」台風のこととばい

なんてな！ずっと父ちゃんて思とったばい

講師講師

跡見学園女子大学教授跡見学園女子大学教授

防災学・危機管理学防災学・危機管理学

鍵 屋 　一鍵 屋 　一　氏　氏

講師

跡見学園女子大学教授

防災学・危機管理学

鍵 屋 　一　氏


	1
	2-3
	4-5
	6-7
	8-9
	10-11
	12-13
	14

